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　なお、以下の記入枠内は入力文字数に応じて自動的に改行されますので、本申請書および記入枠内の書式設定は、変更しないで下さい。

＊申請学会の活動に係る基本情報
1 申請学会の正式名称（英語表記）・設立年月日
	



2 申請前５年間の学会活動（会員数、学会雑誌発刊数、全国学術集会／支部集会開催件数、教育研修会・市民公開講座などの開催件数、その他の活動実績を記入）
	[bookmark: _Hlk145695154]年　度
	2022年
	2021年
	2020年
	2019年
	2018年

	・会員数（正会員）
	
	
	
	
	

	・学会誌発刊数（年間）
	
	
	
	
	

	・全国学術集会開催件数
／支部学術集会開催件数
	／
	／
	／
	／
	／

	・教育研修会等件数
	
	
	
	
	

	・市民公開講座等件数
	
	
	
	
	

	・その他、国際学会開催など特記すべき活動実績
	


3 申請前５年間の専門医制度に係わる活動実績（専門医の新規認定数・更新認定数・総数、指導医・研修施設の新規認定数・総数、その他の活動実績を記入）
	年　度
	2022年
	2021年
	2020年
	2019年
	2018年

	・専門医新規認定数
	
	
	
	
	

	・専門医更新認定数
	
	
	
	
	

	・専門医数
	
	
	
	
	

	・指導医新規認定数
	
	
	
	
	

	・指導医数
	
	
	
	
	

	・研修施設新規認定数
	
	
	
	
	

	・研修施設数
	
	
	
	
	

	・その他、専門医制度に係わる特記すべき活動実績
	





Ⅰ．専門医制度の基本理念
１．専門医制度の理念・目的
	





2．専門医像・使命
	





Ⅱ．専門医育成の研修体制
１．専門研修の目標（専門研修後の成果Outcome）
	




２．到達目標（修得すべき知識・技能・態度、学術的姿勢など）
1 専門知識：専門的知識や疾患・病態の理解などの範囲と要求水準
	




2 専門技能：診察・検査・診断・処置・手術などの範囲と要求水準
	




3 診療態度：修得すべき項目と内容・範囲および要求水準
	




4 学術的姿勢：修得すべき学術的姿勢の内容・範囲および要求水準
	





3．経験目標（経験すべき診察・手術、地域医療活動、学術活動、要求水準、評価法）
1 診察・検査：実施すべき診察・検査と対象となる疾病の種類、経験数、評価法
	




2 手術・処置：実施すべき手術・処置、対象となる疾病の種類、経験数、評価法
	




3 地域医療活動：地域における歯科医療活動の種類、経験数、評価法
	



4 学術活動：学会発表・論文発表などの種類・内容、要求水準、評価法
	




４．研修方略・評価法（到達目標を達成するための方略や修得内容の評価法）
1 研修期間
	



2 研修方略・内容：研修カリキュラムなど専門研修の方法や修得すべき内容
	




3 研修評価：形成的評価法、総括的評価法、評価項目・基準
	





５．指導体制（研修指導医や研修施設など）
1 研修指導医（指導者）：資格の要件や審査手続き、必要人員数など
	



2 研修施設：専門研修に必要な設備・機器、診療実績など
	



3 研修指導方法：具体的な研修指導方法または研修プログラムなど
	





６．その他、特記事項（Ⅱにおいて特記すべき事項）
	





Ⅲ．専門医資格の要件および認定基準
１．専門医資格の要件と審査手続き、認定基準
①申請書類：学会々員歴・専門研修実績など専門医資格の認定要件として記載（提示）すべき項目
・研修修了の証明、研修実績自己申告書・証明証
	




・研修（到達目標）の達成度評価記録、経験症例の記録
	




・専門領域研修、専門医共通研修
	




・学術活動の記録
	




・認定審査料納付書
	





②専門医認定試験：試験方法、出題範囲・方法、合否判定基準など
・筆記試験（出題範囲・方法、合否判定基準など）
	




・口頭試問（試問範囲・方法、合否判定基準など）
	




・診療技能習熟度評価（実技試験）（評価実施方法、評価基準など）
	





③特定の理由のある場合の措置：特別な理由のため研修継続困難な者への対応
	




④専門医認定基準：上記①～③を踏まえた専門医の審査手続き、認定基準
	




２．その他、特記事項（Ⅲにおいて特記すべき事項）
	





Ⅳ．専門医研修施設の要件および認定基準
１．専門医研修施設の要件、審査方法、認定基準（研修施設として充足すべき要件および確認する方法・手続き、認定基準など）
1 研修指導体制：必要指導者数、研修受入人員数など
	



2 診療実績、診療環境：研修指導に必要な症例数および診療設備など
	



3 研修指導方法：具体的な研修指導方法または研修プログラムなど
	




２．研修施設認定基準（上記①～③を踏まえた審査手続き、認定基準など）
	




３．連携研修施設等（任意）（研修方法などの認定要件、審査手続き・方法）
	




4．その他、特記事項（Ⅳにおいて特記すべき事項）
	





Ⅴ．専門医資格の更新要件および認定基準
1．専門医資格の更新要件（更新期間内に充足すべき研修実績、審査項目・手続きなど）
1 診療活動：症例経験数、治療経験数など
	




2 専門領域研修：当該専門領域の研修に資する学会・研究会参加など
	




3 専門医共通研修：受講すべき研修項目、認定研修会の受講・確認法など
	




4 学術活動：学会発表、論文発表など
	




5 その他、社会活動：地域医療などの社会的活動へ従事・貢献
	





2．認定基準（上記①～⑤を踏まえた資格更新の認定基準）
	





3．特定の理由のある場合の措置（特別な理由のため更新が困難な者への対応）
	




４．その他、特記事項（Ⅴにおいて特記すべき事項）
	





Ⅵ．専門医研修施設の更新要件および認定基準
１．研修施設の更新（更新期間、更新要件、審査項目・手続きなど）
1 指導体制実績（更新期間内の研修指導医（指導者）数、研修受入実績など）
	



2 研修施設の診療実績、診療設備など（診療実績および診療設備・機器など）
	





２．認定基準（上記①、②を踏まえた資格更新の認定基準）
	





３．連携研修施設等の更新（研修施設に準じた更新要件や認定基準）
	




４．その他、特記事項（Ⅵにおいて特記すべき事項）
	





Ⅶ．専門医共通研修
1．共通研修受講の必修化（共通研修項目に係る講習会受講の必修化）
	





２．共通研修項目、受講評価（必修項目・選択項目の内容や受講回数、評価法など）
	





３．その他、特記事項（Ⅶにおいて特記すべき事項）
	




Ⅷ．その他、専門医制度の運用に関連する事項
1．本機構認定専門医または研修施設などによる不適切行為への対応
①専門医または研修施設などによる法令違反行為が認められた場合の対応・措置
	




②上記の対応・措置に係る条項の定めなど
	




③医療広告ガイドライン等の遵守、不適切な医療広告事例への対応など
	




２．その他、特記事項（Ⅷにおいて特記すべき事項）
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